
平成30年　　　　　月　　　　　日

Ｅ-mail　fcci@fukushima-cci.or.jp

ＦＡＸ番号 ０２４-５２５-３５６６

《メールまたはＦＡＸでお申し込みください》
中心市街地まちづくり講演会～若者がつくるまちづくり～ 
【参加申込書】

【件名】に「まちづくり講演会」参加申込、とご記入いただき、参加される方の①会社または
所属団体・役職 ②氏名 ③ご住所 ④お電話番号 ⑤E-mail をご記入の上、下記アドレスに
お送りください

下記の①～⑤の事項をご記入の上FAXをお送り下さい。 ▶送付先：福島商工会議所 宛

－　　　　　　　－ 

〒　　　　　-

※定員に達し次第、締め切りとさせていただきます　※本講演会申し込みの際にいただいた個人情報は、本事業の実施以外の目的で使用することは一切ございません。

④お電話番号

②氏　　　名  

①会社または所属団体・役職 

③ご　住　所

フリガナ  

福島市中心市街地活性化協議会（福島商工会議所 総合企画課 内）
TEL：024-536-5511（代）または 024-572-7117

メール
申し込み

お問い
合わせ

FAX
申し込み

⑤E-mail 

　まちづくりを考えるきっかけは、2015年（平成27年）の第1回地方創
生☆政策アイデアコンテストで岳陽中学校の生徒が提案して実施され
た『観光ツアー』に参加したこと。七島さんは、その観光ツアーで熱心に
活躍する中学生の姿に憧れ、自分も地域を元気にしたいという想いが
高まり、仲良しの髙橋さんと一緒にまちづくりについて研究を始めた。
　同級生約100人に商店街に関するアンケートなどを行いながら、商
店街の現状や課題・解決策を探し出し、〝ふくしまにぎわい大作戦〟と
して「地方創生☆政策アイデアコンテスト2017」へ提案し、最高賞を受賞した。2人は「大好きな福島市を盛り上げるために
頑張りたい」と声を弾ませている。

　「市長をやりませんか？」というキャッチコピーのもと、全国の大学生が鯖
江市に集まり、2泊3日の合宿を行いながら鯖江の活性化プランを考案。
最終日には市長・商工会議所会頭・地元企業の社長・市民の前でプレゼンテ
ーションを行い、良いアイデアであれば鯖江市や市民が実行する取り組みで、
これまで多数のプランが実現されている。
　現在では、全国の学生に刺激を受けた地元の学生が地域活動団体を立ち
上げ、主体となりプランコンテストを運営。その他、様々な地域活動を行って
いる。

第1部

第2部

☆大好きな福島市を盛り上げたい

☆鯖江地域活性化コンテストで
　　　　　若者のアイデアを実現

福島大学附属小学校 5年生  七島　海希 さん、 髙橋かな恵 さん

特定非営利活動法人エル・コミュニティ 代表  竹部　美樹 氏

【会場のご案内】
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※駐車場はございますが台数に限りがありますので、
　公共交通機関のご利用をお勧めします。


